
は
じ
め
に
　

３

第

１

章

地

盤

沈

下

す

る

日

本
　
1
3

第
１
節
 ２
位
に
も
な
れ
な
い
ス
パ
コ
ン
 
1
4

第
２
節
 
後
退
す
る
基
礎
研
究
力
 
1
6

第
３
節

ハ
イ
テ
ク
製
品
の
シ
ェ
ア
減
少
 
1
8

第
４
節

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
シ
ェ
ア
減
少
 
1
9

第
５
節
．
i
‐
Ｐ
ａ
ｄ
で
の
日
本
製
部
品
の
後
退
 
2
1

第
６
節

工
作
機
械
で
の
日
本
製
品
の
後
退
 
2
3



第
2
章
 
理
科
系
人
材
の
冷
遇
　
2
5

第
１
節
 
見
劣
り
の
す
る
研
究
者
数
 
2
6

第
２
節
 児
童
・
生
徒
の
理
科
離
れ
2
8

第
３
節
 
進
学
者
数
が
減
少
す
る
理
科
系
学
部
 
3
1

第
４
節
　
定
職
に
就
け
な
い
博
士
号
取
得
者
　
4
2

第
５
節
　
育
た
な
い
若
手
研
究
者
　
5
2

第
６
節
　
活
躍
で
き
な
い
女
性
研
究
者
　
5
6

第
７
節
　
少
な
い
外
国
入
研
究
者
・
技
術
者
　
6
4

第
3
章
活
か
せ
な
い
理
科
系
人
材
　
6
9

第
１
節
　困
難
と
な
る
ビ
ッ
グ

ー
プ
囗
ジ
ェ
ク
ト
　
7
0

第
２
節
　
困
難
と
な
る
大
型
共
用
施
設
設
置
　
7
8

第
３

節
　
貧
弱
な
競
争
的
資
金
　
8
1

第
４

節
　
進
ま
な
い
大
学
改
革
　
8
8

第
５

節
　
問
題
の
多
い
研
究
開
発
評
価
　
9
7

第
６

節
　
足
り
な
い
人
材
の
流
動
性
　
1
0
0

第
８
節
　
外
国
に
頼
り
始
め
た
民
間
企
業
　
1
0
4

第
4
章
　
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
取
れ
な
い
国
際
標
準
　
1
0
9

．

第
１
節
　
国
際
標
準

第
２
節
　
技
術
の
良
し

悪
し
と
国
際
標
準
は
別
　
1
1
3

第
３
節
　
日
本
の
弱
点
　
1
1
8

第
４
節
　
世
界
の
国
際
標
準
対
応
　
1
2
2

第
５
節
　
こ
れ
か
ら
の

問
題
　
1
2
6



第
５

章
　
遅

れ

が

目

立

つ

臨

床

応

用
　

第
１
節
　
基
礎
医
学
に
比
し
て
弱
い
臨
床
研
究
　
1
3
2

第
２
節
　
弱
い
製
薬
・
医
療
機
器
　
1
3
2

第
３
節
　
臨
床
研
究
の
空
洞
化
　
1
4
0

第
４
節
　
遅
れ
を
と
る
国
際
共
同
治
験
　
1
4
4

第
6
章
　
各
国
と
も
科
学
技
術
を
最
重
点
に
　
1
4
7

第
1
節
　
強
い
科
学
技
術
力
を
益
々
強
化
～
米
国
　
1
4
8

第
2
節
　
伝
統
の
科
学
力
を
基
礎
に
団
結
～
欧
州
　
1
6
0

第
3
節
　
急
激
な
発
展
と
豊
富
な
人
材
で
追
撃
～
中
国
　
1
7
2

第
4
節
　
選
択
と
集
中
で
活
路
～
韓
国
　
1
8
4

第
７

章

日

本

の

科

学

技

術

の

現

状
　
1
9
3

第
１
節
　
研
究
論
文
　
1
9
4

第
２
節
　
主
要
科
学
雑
誌
掲
載
論
文
数
　
1
9
7

第
３
節
　
世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
　
2
0
2

第
４
節
　
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
数
　
2
0
7

第
５
節
　
先
端
技
術
の
国
際
比
較
　
2
1
3

第
６
節
　
ビ
ッ
グ

ー
プ
囗
ジ
ェ
ク
ト
　
2
2
7

第
７
節
　
特
許
出
願
件
数
　
2
2
9

第
８
節
ハ
イ
テ
ク
製
品
の
輸
出
　
2
3
2
3
1

第

８

章

科

学

技

術

で

世

界

に

挑

戦

・
貢

献

を
　
2
3
5

第
１
節
　
科
学
技
術
の
重
要
性
の
再
確
認
　
2
3
6



第
２
節
　
研
究
開
発
費
の
増
額
　
2
3
7

第
３
節
　
選
択
と
集
中
の
徹
底
　
2
4
2

第
４
節
　
理
科
系
入
材
冷
遇
社
会
の
打
破
　
2
4
5

第
５
節
　
人
材
を
活
か
す
シ
ス
テ
ム
改
革
　
2
5
1

第
６
節
　
国
際
標
準
戦
略
の
策
定
　
2
5
4

第
７
節
　
臨
床
研
究
の
強
化
　
2
5
5

第
８
節
　
東
ア
ジ
ア
科
学
技
術
協
力
構
想
　
2
5
6

あ
と
が
き
　

参
考
文
献
な
ど
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